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への変更，2 学期制から 4 学期制（ターム制）への変更など，複数の要因が関連して，各学部における専門の修得
と学芸員資格取得を両立させることが困難な状況が生じていることが推定された。
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Abstract: As a result of the revision of Museum Law Enforcement Rules, the subjects that must be completed to acquire 
the curator qualification have changed significantly since April 2012, which constitutes a major change in the history of 
this qualification. To cope with this change, we integrated the curator qualification specific programs of each faculty into a 
new course for students of all universities. In this paper, through statistical data analysis, we examined the impact of this 
change on attendance trends, including the term system newly adopted by Hiroshima University. Before and after the 
transition to the new course, the number of program registrants and qualifications greatly decreased, and the acquisition 
rate has also declined significantly. These phenomena were not based on changes in specific faculties or fields, but are 
common to all faculties subject to program registration during the old course. Through this analysis, we presumed that 
several factors, such as the great increase in the required number of credits, the change to the program for the whole 
school, and the change from a two-semester system to the four-semester system, were all interrelated to each other, which 
make it difficult to achieve both specialized and curator qualifications.
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び自然系が 3 ～ 6 セメスター，歴史・考古系が 3 ～ 7










で構成した。博物館実習 1 についても，3 系の博物館
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展示論は 3 年次（5・6 セメスター）開講とした。博
物館実習は，幅広い知識の修得が前提で，総仕上げの
意味を持つことから，実習 1 を 3 年次後期（6 セメス
ター），実習 2 を 4 年次前期（7 セメスター）に配置
した。
2016 年度から，本学は 4 学期制（ターム制）を導
入した。これに伴い，博物館教育論，博物館実習 1・
2 以外の科目は全てターム科目 1）となった（表 1，履
修期のセメはセメスター，T はタームの略）。博物館
概論，博物館資料論はそれぞれ 2 科目に分けて各 1
単位とした 2）。概論 A は 1 ターム，概論 B は 2 ター
ムに，資料論 A は 3 ターム，資料論 B は 4 タームに

























総合博物館 博物館概論A 1 3セメ(1T) 必修
総合博物館 博物館概論B 1 3セメ(2T) 必修
博物館経営論 2 総合博物館 博物館経営論 2 4セメ(4T) 必修 2
博物館情報・
メディア論
2 総合博物館 博物館情報・メディア論 2 5セメ(1T) 必修 2
総合博物館 博物館資料論A（自然系） 1 6セメ(3T) 必修
総合博物館 博物館資料論B（人文系） 1 6セメ(4T) 必修
博物館資料保
存論
2 総合博物館 博物館資料保存論 2 5セメ(2T) 必修 2
博物館展示論 2 総合博物館 博物館展示論 2 6セメ(3T) 必修 2
教育学部 教育の思想と原理 2 3セメ 必修
総合博物館 博物館教育論 1 4セメ 必修
博物館実習1（学内実習） 2 6セメ 必修 2
博物館実習2（館園実習） 1 7セメ 必修 1
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図 1 は 2009 年度以降の登録者数を示したものであ
る。各年度は入学年度を元にした 4 年次生の登録者























は約 80 名，2010 年度は約 110 名あった取得者数が続
く 2011・2012 年度には約 60 名に減少し，2013 年度
以降も減少が続き，2016 年度からは 20 名前後で推移
している。登録者・取得者が大きく減少に転じた

































図 1　プログラム登録者数と学芸員資格取得者数の変化 図 2　学芸員資格取得者と未取得者の割合変化
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育学部 52％がもっと高く，2016 年度の理学部 9％が








る）。まず，修得単位数が 10 単位を目安 8）に修得状























2019 年度は 19 単位にも分布があり，2018 年度は 17
単位以上に中心があるなど，文学部と似た様相であ
る。理学部は 13 単位以上，とくに 15 単位以上に分
布の中心がある。これに対して，総合科学部，教育学
部はより下位の修得単位数に分布の中心が見られる。
総合科学部は 13 単位以下，とくに 11 単位以下に中
心がある。教育学部は，全体としては 15 単位以下に


































ない。4 ～ 6 単位修得者で見ると，上記の教育系科目
と博物館概論を修得した者で占められており，いずれ























































教育の思想と原理，博物館教育論は 2年次，専門系科目の博物館概論（A・B）は 2年次前期，　博物館経営論は 2年次後期，　博物館
情報・メディア論は 3年次前期，博物館資料保存論，　博物館資料論（A・B），博物館展示論，博物館実習 1は 3年次後期，博物館実
習 2は 4年次前期に開講している。）
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法改正により，8 科目 12 単位から 9 科目 19 単位に
変更となり，修得すべき単位数が大幅に増加した。単








の統計によると，2009 年度に 345 大学で開講 11）され
ていた学芸員資格取得のためのカリキュラムは，


























本学は 2 学期制から 4 学期制へ移行した。2016 年
度の移行期を経て，2017 年度から完全に 4 学期制と
なり，基本的にタームを単位とした授業を実施してい
る。ターム科目は 2 コマ分を連続して行うか，1 コマ











































































る。また，2018 年度からは博物館実習 2 の事後指導
でアンケートの実施を始めた。博物館実習 1 では，授
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広島大学における学芸員資格取得特定プログラム新課程の実施と課題
付記




















 1） 1 タームは約 2 ヶ月である。ターム科目は，毎週 2 コマ（1
コマ 90 分），もしくは毎週 1 コマ 2 回（別の日）実施し，
1 タームに 15 回分の授業を行うのか原則である。試験で
成績評価する場合，前者では最後の授業日の後半に，後者
では最後の授業日に試験を行うことが多い。
 2） 1 単位の場合，1 ターム 7.5 回（7.5 コマ）の実施となる。
試験で成績評価する場合，最後の授業日に前半 45 分を授
業に，後半 45 分を試験に充てる場合が多い。











 4） 2008 年以前のデータが入手できなかったため詳細は不明
であるが，旧課程が始まった 1997 年以降は常に 100 名以
上の登録はあったと推定される。





















 8） 本学では資格取得のために必要な単位数が 20 単位である
ことから，その半分の 10 単位を目安とした。後述するよ









『平成 23 年度博物館学芸員専門講座資料』 国立教育政策研
究所，2011 年による。
12） 文化庁 HP で公開されている学芸員養成課程開講大学一覧
（平成 31 年 4 月 1 日現在）による（2019 年 8 月 30 日確認）。













































（2019 年 8 月 31 日受付）
（2019 年 12 月 5 日受理）
